
　　　　

　２０１３年１２月２１日～２２日、札幌市自治労会館において、２０１４国民春闘勝利！自治労北海道本部
青年部春闘討論集会が開催されました。本集会には全道から１１０単組総支部２８７人の仲間が結集し、空
知地本からは６単組総支部１３人の仲間が参加しました。
　集会は瀧口青年部長の挨拶から始まり、来賓あいさつの後、牧野前道本部青年部長から「２０１４国民春
闘に向けて」と題し、基調講演をいただきました。労働者・労働組合・経営者について例を用いてわかりやす
くご講演いただき、「会社に利益が出ても賃金が上がらないということは経営者に賃金を搾取されていると
いうこと」「「経営者は若者と年配者、会社員と公務員など、本来は同じ立場であるはずの労働者の分断を
図っている」「ただ青年部があればいいのではない。目的を持たないと発展しない。仲間とやりたいことを共有
していこう」と話されました。
　その後、分散会が行われ、お互いの職場の実態、悩みや課題について意見交換を行いました。時間外につ
いてはどの班においても話題に上り、「上司がつけないから自分もつけられない」等の意見が出されました。
　１日目終了後には、岩見沢地方協（胆振・日高・空知）で交流会が開催され、交流を深めました。
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２０１４年１月７日 Ｖｏｌ．２ 

２０１４道本部春闘討論集会参加報告！ 

瀧口青年部長による 
主催者挨拶 
「青年部の最大の目的は組
織強化｝ 

 

牧野前青年部長（名寄市職労） 
「大胆な実践と丁寧な総括をし
ていこう」 

○岩見沢地方協とは・・・ 
 
衆議院選挙において以前は中選挙区制がと 
られており、選挙区は胆振・日高・空知で 
１つであった。（１９９４年１１月からは 
胆振・日高（道９区）と空知（道１０区） 
に分かれた）その時から同選挙区仲間であ 
る３地本で今でも交流し、共に闘っている。 
 

岩見沢地方協での懇親会の様子 
 

今年は地方協別交
流集会の年です。
空知が開催地なの
でみんなで結集し
よう！ 

少ない睡眠時間の中、空知を代表して活
躍した高尾会計監査（道本幹事） 

 

～２日目に続く～ 

～１日目夜の出来事～  
  

 岩見沢地方協での交流会の後には、空 
知だけでカラオケへ。地本役員３人も参 
加しました。全員アラサーの役員は、 

２０代前半の勢いに押され、若いってす 
ばらしいなと思った夜であった･･･ 

「銀狼怪奇ファイル知らない

の･･･？？」 



　休憩をはさみ、全体討論に移り、１２本の発言が出されました。
トイレ設備や公用車カーナビ設置を青年部で独自要求を行ったという発言や（標茶町）、矢臼別演
習所の実弾射撃訓練の危険性に関する発言（別海町）など様々な発言が出されました。
空知地本からは中澤青年部長が発言しました。

　全体討論の後は、瀧口青年部長が「家を建てるのと一緒でただ青年部を作ればいいとい
うわけではない。なぜ青年部が必要なのか自分たちで思い描く議論が必要である」総括を
行い、最後に団結ガンバローで締めくくりました。

　前日の疲れにもかかわらずしっかりみなさん集合していました。
２日目は、石狩市職労高谷さんの原水禁世界大会参加報告から始まりました。
　その後分散会報告に入り、４人の座長が報告を行い、空知地本からは工藤書記次長が報告
を行いました。

～２日目～ 

分散会報告をする工藤書記次長 

 

〇中澤部長発言内容～抜粋 

 

【新人学校について】 

・アカデミックディベートを実施。オルグの成果により、休部単組からも参

加していただき、横のつながりを深める意味で、大きな成果を得ることが

できた。 
 

【課題） 

・組合の活動が見えていないこと（新人学校アンケートより）。空知地本

全員で共有するため、親しみやすい教宣と発文、単組に埋もれている青

年部層の意見を掘り起こし（オルグ）、今後の運動にしっかり生かしてい

きたい。 
全体討論に参加する中澤部長 

 

□空知地本青年部今後の予定 
 

１月１６日（木）２０１４年第１回単組代表者会議（岩見沢市） 
 

２月      グループトークアッセンブリー（場所未定） 

 

〇工藤書記次長の分散会報告内容～抜粋 
 
【職場実態について】 

・技術職は人員不足。有資格者・即戦力を求められるため、募集しても集ま

りにくい。滝川市職労では要求し、募集改善につながった。 
・採用時から独自削減されているため、削減されて当たり前と思っている仲
間が多い。 
 
【人事評価制度について】 
・人事評価制度は一見がんばる人が評価されると考えがちだが、公務員の
仕事は数字では評価できない。 
 誰が評価するのか？適正な評価ができるのか？という視点で考えていか
なければ、当局の都合のいいように運用されてしまう恐れがある。 
・実際に人事評価制度が導入されている自治体があるが、自分の評価を考
えるあまり、殺伐とした雰囲気の中で仕事せざるを得ない環境になっている
という報告もある。使用者の都合の良い「モノが言えない労働者づくり」がな
されているという状況もあるのではないか。 
・人事評価制度は人件費抑制という視点がある。 
 


